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5月 28日（土）、29日（日）の 2日間、1年生は山口県 

ふれあいパークで自然教室を行いました。 

「相互補完～協力、助け合い、積極的な行動を心がけよう～」をモットーに銭壺山登山や長縄跳
び、野外炊事、ＡＦＰＹ、陶芸、ボランティア清掃等の活動に取り組みました。どの活動も、班での協

力が必要な場面、クラスでの助け合いが求められる場面など、様々な状況が生まれましたが、１年

生は自分たちで役割を分担しながら、相互補完して取り組む様子が見られました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

月号 

Everyone enjoys school life！！ 

玖珂中キャラクター 

くがまるくん 
 

 
 

  

ふれあいパークを目指して 

登山体験！！自然の中を歩くのは

涼しくて気持ちいい！ 

カレーのジャガイモが 

思いのほか小さくて苦戦！ 

ＡＦＰＹの指導者は

校長先生？ 

人間には「ネイチャーニューロン」という、森な

どの自然に反応する脳細胞があるそうです。自然

の中で過ごすことにより、ネイチャーニューロン

が活性化され、免疫力が高くなり、病気にかかりに

くくなったり、病気の回復が早くなったりする効

果が期待されています。また、リラックスでき、ス

トレスが解消するということも科学的に実証され

ているそうです。 

１年生は、自然豊かな環境の中で２日間過ごし

たので、きっと心も体も元気いっぱいになって帰

ったことと思います。 

無心に土をこね、味

わい深い「湯のみ」

が出来上がりました 



 

                       

      

 

 

 

 

 

 

 

 

 玖珂中プロジェクトとは、玖珂中学校の課題を生徒自らの

手で解決し、より良い学校にしていくためのプロジェクトです。

今年度も生徒会執行部を中心とした「あいさつチーム」、「ボ

ランティアチーム」、「家庭学習チーム」の３つが結成され、チーム

リーダーから全校生徒へ発信していきます。 

  

 

 

 

 ｚｏｏｍを利用してオンラインで情報モラル研修を実施しました。 

スマホは、情報を得たりコミュニケーションをとったりするのに便利なツールである一方で、トラブルを

起こしてしまうことも多いことを学びました。メッセージのやり取りによるトラブルや写真を投稿してしまっ

たことで名誉毀損罪や業務妨害罪に問われる可能性のあるトラブルの事例を紹介していただき、事

例を元に問題点を考えました。今後、スマホを安全に使っていくために、自分の行動を振り返るよい

機会になったと思います。ご家庭でもお子様のスマホの使い方について、今一度ご指導いただくよう

お願いします。 

 

 

                 

                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

今年も、梅雨がやってきました。この時期って、暑かったり寒かったり ･･･ 体温調節もたいへ

んです。５月末に予定していた修学旅行は、コロナ禍に対応して、６月２９日から７月１日までの

２泊３日の予定で出発します。３年生のみんなには、思い出いっぱいの修学旅行にして 

ほしいな･･･。きっと、奈良も京都も素敵ですよ。 
（ 京都住民だったことのある･･･ 校長のつぶやき ）  

 玖珂中プロジェ

クトボランティアチーム始動！！  

子ども食堂「おひさまカフェ」

でのボランティア活動 

               今年度１回目のスクールガードを５月１３日に行いました。 

                   あいにくの雨でしたが、たくさんの保護者の方に参加してい 

ただき、ありがとうございました。 

教員と保護者の皆様が共に生徒たちの 

下校時の交通安全指導を行うことがで 

き、有意義な時間になったと思います。 

保護者の方の前を照れくさそうに足早に通り過ぎる生徒に、思わず苦笑いする場面も・・・(￣∀￣)     

  

ＰＴＡスクールガード  
  

情報モラル研修  

選手権岩国地区予選 

山口県選手権の岩国地区予選、各会場で熱戦が

繰り広げられました。順調に勝ち上がった部も、僅差

で負けてしまった部も様々な思いが交錯していること

と思います。3 年生の中には最後の大会になった人

もいますね。これまで部活動を通して培ってきた力を

次の目標に向けて生かしていってほしいと思います。 

 


